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【
第
百
六
十
六
回
本
場
所
中
日
～
七
日
目
】

月
も
変
わ
り
秋
も
深
ま
り
は
じ
め
少
し
寒

さ
を
感
じ
る
１
１
月
３
日
に
中
盤
戦
の
中
日

と
七
日
目
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
た
。

五
日
目
ま
で
１
敗
の
７
人
が
優
勝
争
い
を

引
っ
張
る
展
開
だ
っ
た
が
、
中
日
に
は
４
人

と
な
り
七
日
目
の
相
星
決
戦
を
制
し
た
横
綱

大
神
楽
、
平
幕
麒
麟
王
の
２
名
が
優
勝
争
い

の
先
頭
に
立
ち
、
横
綱
西
神
門
を
は
じ
め
と

す
る
８
人
の
２
敗
力
士
が
負
う
展
開
と
変
わ

り
残
り
４
日
間
の
後
半
戦
に
進
む
こ
と
と
な

っ
た
。

す
る
と
右
へ
い
な
し
素
早
く
左
を
差
し
最
後

は
落
ち
そ
う
に
な
り
な
が
ら
も
赤
房
下
に
寄

り
切
り
１
敗
を
守
っ
た
。

得
意
の
右
攻
め
で

白
星
を
重
ね
る
前
頭

１
０
枚
目
の
麒
麟
王
。

中
日
の
対
戦
相
手
は

同
じ
く
１
敗
の
出
羽

翼
と
の
一
番
。

立
ち
会
い
で
先
手

を
取
り
相
手
の
出
足

を
止
め
る
と
、
右
の

の
ど
輪
を
決
め
抵
抗

さ
せ
る
事
な
く
力
強

く
押
し
倒
し
に
下
す
と
翌
七
日
目
に
も
烏
帽

子
岳
と
の
１
敗
同
士
の
対
戦
と
な
っ
た
。

こ
の
一
番
で
も
立
ち
会
い
か
ら
左
へ
回
り

込
も
う
と
す
る
烏
帽
子
岳
に
対
し
、
土
俵
中

央
か
ら
の
ど
輪
を
差
し
込
み
、
土
俵
際
へ
押

し
込
み
体
を
預
け
る
よ
う
に
押
し
倒
し
に
破

り
平
幕
な
が
ら
１
敗
で
大
神
楽
と
と
も
に
優

勝
争
い
の
先
頭
に
立
っ
た
。
八
日
目
に
は
役

力
士
へ
の
挑
戦
と
な
る
か
。

１
敗
だ
っ
た
役
力
士
の

結
果
は
西
神
門
が
鬼
ヶ
嶽

に
、
千
代
鈴
は
佐
賀
ノ
海

に
２
横
綱
が
と
も
に
中
日

に
敗
れ
、
関
脇
鬼
ヶ
嶽
は

七
日
目
に
大
神
楽
と
の
相

星
対
決
に
敗
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
２
敗
に
後
退
。

春
ノ
翔
は
七
日
目
の
月
山
に
不
覚
を
取
り
３
敗
目
を

喫
し
た
。

小
結
綱
乃
花
は
連
勝
し

て
２
敗
を
守
っ
た
。
新
関

脇
の
月
山
は
３
勝
、
小
結

の
英
筏
は
７
敗
、
新
小
結

の
西
勢
之
里
は
２
勝
と
苦

戦
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

平
幕
で
は
新
鋭
の
音

柱
と
佐
賀
ノ
海
、
白
閃

光
、
烏
帽
子
岳
の
ベ
テ

ラ
ン
勢
が
健
闘
し
て
い

る
。

中
盤
戦
の
七
日
目
ま
で
を
取
り
終
え
て
、
横
綱
大

神
楽
、
平
幕
の
麒
麟
王
が
一
敗
で
先
頭
に
立
ち
、
２

敗
で
横
綱
西
神
門
、
横
綱
千
代
鈴
、
関
脇
鬼
ヶ
嶽
、

小
結
綱
乃
花
、
平
幕
の
佐
賀
ノ
海
、
音
柱
、
白
閃
光
、

烏
帽
子
岳
の
８
名
が
負
う
展
開
で
迎
え
る
後
半
戦
。

残
り
４
日
と
な
り
横
綱
陣
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
が

始
ま
る
。
大
神
楽
が
先
頭
を
守
り
続
け
る
の
か
。
麒

麟
王
の
対
戦
相
手
は
？
２
敗
の
平
幕
陣
は
星
の
潰
し

合
い
に
な
る
の
は
必
至
。

果
た
し
て
優
勝
争
い
の
展
開
や
如
何
に
。
残
り
４

日
間
の
土
俵
か
ら
目
が
離
せ
な
い
！
い
よ
い
よ
後
半

戦
に
進
む
次
開
催
は
、
２
週
間
後
に
迫
る
１
１
月
１

６
日
に
開
催
予
定
、
全
国
の
紙
相
撲
フ
ァ
ン
の
皆
様

乞
う
ご
期
待
！

（
香
具
山
）

先
場
所
は
得
意
の
左
を
差
し
な
が
ら
も
も

う
一
歩
攻
め
き
れ
ず
、
調
子
が
心
配
さ
れ
て

い
た
横
綱
大
神
楽
。
そ
の
先
場
所
と
は
打
っ

て
変
わ
り
左
を
差
し
て
か
ら
の
速
攻
が
冴
え

渡
る
今
場
所
。

中
日
は
新
関
脇
の

月
山
と
対
戦
し
て
立

ち
会
い
の
鋭
い
出
足

か
ら
右
の
押
っ
付
け

で
相
手
を
起
こ
す
と
、

す
ぐ
さ
ま
左
を
差
し

正
面
土
俵
に
一
気
に

寄
り
切
り
。

続
く
七
日
目

は
好
調
の
関
脇

鬼
ヶ
嶽
と
の
１
敗
同
士
の
一
番
。
流
石

に
好
調
な
相
手
だ
け
に
立
ち
会
い
か
ら

互
角
の
攻
防
だ
っ
た
が
、
土
俵
を
半
周

一
敗

大
神
楽
、
麒
麟
王

二
敗

西
神
門
、
千
代
鈴
、
鬼
ヶ
嶽

綱
乃
花
、
佐
賀
海
、
音

柱

白
閃
光
、
烏
帽
子
岳

↓平幕の１敗同士の対戦は、麒麟王が合口の良さか

ら、実力三役の烏帽子岳をお株を奪う喉輪からの

押し倒しで倒し、好調さをアピールした。

↑七日目、大神楽は左を差し最後は落ちそうになり

ながらも赤房下に寄り切り６勝目。１敗を守り、

第１６２回場所以来４場所ぶりの優勝を目指す。

月 山●(寄り切り)○大神楽

麒麟王○(押し倒し)●出羽翼
西神門●(寄り切り)○鬼ヶ嶽

千代鈴●(引き落し)○佐賀海

春ノ翔●(引き落し)○月 山綱乃花○(引き落し)●剛勇山

綱乃花○(押し倒し)●西勢里


